
障害者自立支援機器
ニーズ・シーズマッチング地域交流会

ATAサテライト高知
テーマ：障害者支援におけるコミュニケーション・ロボットの

活用と効果について考える

令和6年9月12日(木) 14:00～17:30

令和6年9月13日(金) 9：30～12：00

会場：高知市文化プラザかるぽーと第３学習室

主催者：公益財団法人テクノエイド協会

報告者：特定非営利活動法人 結人の紬

坊岡正之



座長：坊岡正之【NPO法人結人の紬】

副座長：浜田利満氏
(講演者) 【日本ロボット・セラピー推進協会】

講演者：米岡利彦氏
【(社福)美鈴会 パストーン浅間台】

講演者：板井史郎氏【広島工業大学】

参加者の紹介



参加者の紹介(座長、副座長、講演者を除く）

ニーズ：障害当事者 1名
福祉施設職員 5名
大学生 1名

シーズ：ロボット関連会社 2名

その他：福祉用具展示場 1名
専門職大学非常勤講師 1名

元福祉施設職員 1名



9月12日(木)14：00～17：30
ATAサテライト高知 プログラム①

開催挨拶：この地域交流会は一番最初に令和元年に高知県で第
１回の開催をしております。現在さまざまな地域で当事者の方
や当事者を支援している事業所、施設で働いている方から現場
において実際の困りごと当事者の要望を聞いて必要な福祉機器
開発について検討するという意味で、全国３会場で毎年開催し
ているところでございます。

本日はお集まりいただきありがとうございます。２日間になり
ますが、実りある会議となるようにと考えています。

サブテーマ：ニーズ・シーズを知ろう



9月12日(木)14：00～17：30
ATAサテライト高知 プログラム①

開催の目的と狙い：

ニーズ・シーズマッチング交流会は具体的なテーマを決めて最
終的には助成制度を使用して実現できるように進めていくこと
です。前向きな議論をお願いいたします。今回はコミニュケー
ション・ロボットの活用を考えるということで、ロボットにつ
いてまったくわからない方もいらっしゃると思いますが、わか
らない立場からもご意見をいただきたいです。

サブテーマ：ニーズ・シーズを知ろう



講演①「コミニュケーション・ロボットによる
セラピーの事例」

講演者：日本ロボット・セラピー推進協会理事長 浜田 利満氏

下記の内容について講演された。
☆ロボット・セラピーの歴史
☆研究事例・活動の紹介
☆厚生労働省における“介護ロボットを活用した
介護技術開発支援モデル事業の紹介
☆シナリオ型ロボットレクリエーションの提案
☆ロボットレクリエーションマイスター認定制度





講演②「施設におけるロボットレクリエーション
の実績」

講演者：特別養護老人ホームパストーン浅間台 米岡 利彦氏

以下の内容について講演された。
☆特別養護老人ホームパストーン浅間台
利用者年齢70歳から101歳 要介護度３以上

☆デイサービスパストーン浅間台
利用者年齢65歳から100歳
要介護度 平均2.1 利用者数 約40名／日

☆ロボットを介在させたレクリエーションで、利用者が
新鮮な感動を得て、グループ活動への参加の喜びから明
日への希望を持つことの助けとなる





講演③「ロボットレクリエーションの目的と効果」
講演者：広島工業大学 板井 史郎氏

以下の内容について講演された
コミュニケーションの場の創成を目的とする
ロボットレクリエーションの具体的検証事例
を示し、人におけるコミュニケーションの位
置づけを述べる。
具体的には、利用者の笑顔出現を評価するこ
とにより、定量的なデータを得る。

9月13日(金)9：30～12：30 プログラム2

サブテーマ：現場での効果を知ろう









Q：特養の話はとても勉強になりました。少人数ででき
るレクリエーションについて、色んなパターンがある
といいのですが、そういうパターンがありますか？

A：パターンというより利用者がロボットでどのように
喜んでもらえるかを考えたほうが良いかと思います。

講演会後のコメント



Q：高齢者に対しての声かけやおこないに対しての学び
がありました。ロボットの声の質とか話す時の抑揚や言
葉に関して感情が違ってくると思いますが、ロボットの
声はどうやって決めていますか？誰に対して話をしてい
るのでしょうか？

A：ロボットは誰に対して声を決めているのではなく、
ロボットの体型にイメージを合わせて作っているのかも
しれません。高齢者にとっての聞きやすさなど、よく考
えてそういう姿勢で作らないといけないかと思います。



C:ロボットは感情的にならないということで、親しみや
すいと思いました。一般で購入するには、入手しやすい
ような価格になれば良いと思いました。

Q：ロボットを使って改善されるところはあると思いま
すが、逆にロボットを受け入れない方もいるのですか？
皆さんスムーズに受け入れられるか気になりました。

A：ロボットをはなからバカにする男性もいますが、お
誘いを何度かチャレンジし、受けいられるように努力し
ています。



Q：ロボットによって使用期限、メンテナンスなどいつ
まで使い続けられるのでしょうか？

A：アイボの例として最初の目的は介護の世界ではな
かったが環境によってパートナーの形が変わり介護の世
界に導入されてきました。ロボットの修理をおこなって
いますが、永久に使用可能とはいえないが、いろんな形
のニーズで合うようなロボットが開発されていきますの
で心配する必要はないと思います



まとめ：コミュニケーション・ロボットへの期待

話題の提供：利用者が興味のある話を提供する。



特長を生かす



緊急時にマニュアルに従った対応を指示する。
夜間の巡回に付添う。またはロボットが巡回する。
土地の方言←→標準語へ変換する。



講演会後のコメント(追加のアイデア）

ロボットが語る紙芝居があっても面白いのではないか
との話がでました。

紙芝居はじめるよー

ロボット紙芝居：リサイクル

file:///F:/ATA高知2024/リサイクルーロボホン動画.mp4


講演会後のコメント(追加のアイデア）

ロボットを広く知っていただくために、高知県ふくし
交流プラザで展示を行うことになりました。



ご静聴ありがとうございました。

連絡先：booka@yuto-tsumugi.net
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